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札
樽

さ

っ

そ

ん

国
道

―
国
道
五
号
―

安
政
年
間
に
場
所
請
負
人
に
よ
っ
て

開
削
さ
れ
た
の
が
こ
の
「
札
樽
国
道
」
の

始
ま
り
で
あ
り
、開
拓
使
時
代
の
道
路
改
修
、

そ
し
て
鉄
道
の
敷
設
、昭
和
初
期
の
不
況
期
に

失
業
救
済
事
業
な
ど
で
改
修
・
整
備
さ
れ
、

さ
ら
に
戦
後
は
駐
留
軍
の
要
請
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
三
〇
年
に
札
樽
間
は
全
線
が
舗
装
さ
れ
、

や
が
て
高
速
道
路
の
開
通
と
な
る
。

こ
の
道
路
は
北
海
道
の
開
拓
史
上
、ま
た
道
路
建
設
業
史
に
も
、

一
大
変
革
期
を
迎
え
る
道
路
と
な
っ
た
も
の
で
、

幹
線
国
道
五
号
の
一
部
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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明
治
新
政
府
が
誕
生
す
る
一
〇
年
ほ
ど
前
、
し
か
も
ま
だ
札
幌
本
府
の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
ろ
、
石
狩
の
原
野
に
細
く
続
く
一
本
の
道
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
札
幌
越
新
道
」
で
あ
っ
た
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）、
銭
函
か
ら
千
歳
に
至
る
道
を
、
函
館
奉
行
か
ら
半
ば
強
制
さ
れ
て
、

場
所
請
負
人
が
開
削
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
草
を
刈
っ
た
だ
け
の
粗
末
な
道
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
日
本
海
と
太
平
洋
と
が
陸
路
で
結
ば
れ
、
や
が
て
往
来
す
る
役
人
や
漁
師
た
ち
に
よ
っ
て
し

だ
い
に
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
開
拓
使
は
、
札
幌
本
府
経
営
の
た
め
、
先
ず
銭
函
か
ら
札
幌
ま
で
の
道

を
馬
車
が
通
れ
る
よ
う
に
改
修
す
る
こ
と
に
し
、
同
四

年
に
札
幌
本
道
の
開
削
に
従
事
し
て
い
た
労
務
者
を
連

れ
て
き
た
。
そ
し
て
翌
五
年
六
月
に
銭
函
・
札
幌
間
を

馬
車
で
走
れ
る
道
が
完
成
し
た
。

ま
た
、
明
治
五
年
に
は
、
銭
函
・
小
樽
間
の
海
岸
沿

い
道
路
の
開
削
に
着
手
し
た
。
海
岸
は
険
阻
で
あ
っ
て

断
崖
が
海
に
迫
り
工
事
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
翌
六
年

に
延
長
約
三
里
（
一
二
㎞
）、
幅
二
間
（
三
・
六
�
）
の

小
樽
・
銭
函
間
の
新
道
が
竣
功
し
、
こ
こ
に
人
馬
の
往

来
が
容
易
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
海
岸
道
路
は
壊
れ
易
く
、
修
繕
に
は

常
に
監
督
が
必
要
で
あ
っ
て
、
詰
員
を
増
や
し
事
務
に

当
ら
せ
た
。
だ
が
開
通
し
た
も
の
の
未
だ
車
は
通
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。

当時の海岸道路〈写真提供：北海道大学北方資料室〉



道の歴史を訪ねて91

明
治
一
〇
年
に
開
拓
使
は
米
人
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
を
雇
い
、小
樽
・
札
幌
間
の
道
路
改
修
を
命
じ
た
。

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
は
「
将
来
鉄
道
築
設
の
際
は
線
路
と
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
改
修
に
当
た
っ
た
。

請
負
は
大
岡
助
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
早
急
に
着
手
し
た
た
め
準
備
が
と
と
の
わ
ず
、
数
々
の
障
害

も
起
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
コ
レ
ラ
の
発
生
で
あ
る
。
石
工
を
本
州
各
地
か
ら
集
め
、
船
で
小
樽
に

連
れ
て
き
た
が
、
船
中
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
、
そ
の
検
疫
の
た
め
停
船
さ
せ
ら
れ
た
り
、
ま
た
、
暴

風
雨
に
よ
っ
て
現
場
が
流
さ
れ
た
り
も
し
た
。
し
か
し
、
助
右
衛
門
を
は
じ
め
官
吏
の
努
力
に
よ
っ

て
予
定
の
工
事
は
竣
功
と
な
る
。
工
費
四
四
、〇
四
八
円
で
あ
っ
た
。

竣
功
報
文
に
は
「
此
道
路
ニ
關
ス
ル
官
員
、
請
負
人
、
各
人
夫
ノ
盡
力
勉
勵
ニ
由
リ
果
タ
シ
テ
滿

足
ノ
成
功
ニ
至
レ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
新
撰
北
海
道
史
』
に
は
「
從
來
殆
ど
神
鬼
の
工

を
得
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
こ
の
難
路
が
、
斯
も
易
々
と
立
派
に
成
功
し
た
も
の

で
あ
る
」
と
そ
の
偉
業
を
讃
え
て
い
る
。

開
拓
使
は
こ
の
道
路
の
成
功
を
喜
び
、
一
二
月
に
鉄
道
敷
設
を
議
決
し
、
明
治
一
三
年
一
一
月
二

八
日
に
日
本
で
三
番
目
の
鉄
道
が
完
成
し
た
。
地
形
の
関
係
か
ら
こ
の
道
路
の
上
に
鉄
道
線
路
が
敷

設
さ
れ
て
、
車
馬
道
と
し
て
の
交
通
が
阻
害
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
止
む
を
得
ず
多
数
の
踏
切
を
設

け
、
辛
う
じ
て
通
行
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
人
の
通
行
、
待
避
す
る
余
地
が
な
く

な
り
、
車
馬
道
と
し
て
の
利
用
は
数
箇
月
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。「
交
通
運
輸
の
不
便
は
勿
論
、

危
險
甚
だ
し
く
毎
歳
人
命
の
犠
牲
を
拂
う
こ
と
少
な
か
ら
ず
」
で
あ
っ
た
。

明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
日
露
戦
争
が
起
き
る
と
、
小
樽
は
海
上
か
ら
ロ
シ
ア
の
艦
隊
の
脅
威

を
受
け
て
も
、
避
難
路
が
全
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
後
方
連
絡
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
、
翌
三
八
年

に
な
り
敵
の
視
界
か
ら
避
け
る
た
め
に
、
山
背
を
迂
回
し
て
毛
無
山
の
鞍
部
を
越
え
、
朝
里
平
野
の

奥
地
に
出
て
、
石
倉
山
の
峠
を
越
え
、
張
碓
平
野
に
出
て
、
銭
函
で
旧
道
と
連
絡
す
る
道
路
を
開
削
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し
た
。
こ
の
道
路
は
「
軍
用
道
路
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
札
幌
・
小
樽
間
の
連
絡
は
こ
の
道
路
に

よ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
道
路
は
目
的
が
目
的
で
あ
っ
た
た
め
「
普
通
馬
車
の
運

行
不
可
能
の

態
な
り
し
を
以
て
之
を
利
用
す
る
も
の
極
め
て
稀
に
、
殆
ど
廢
道
に
歸
す
る

態
」

で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
多
少
の
不
便
さ
や
危
険
が
あ
っ
て
も
鉄
道
沿
い
の
狭
い
道
路
を
利
用
し
て
い
た
。
こ
の
区

間
に
設
け
ら
れ
た
踏
切
は
、
人
々
に
「
魔
の
踏
切
」
と
呼
ば
れ
、
毎
年
轢
死
す
る
人
が
お
び
た
だ
し

か
っ
た
と
い
う
。

札
幌
と
小
樽
は
急
激
に
発
展
し
て
き
た
。
札
樽
間
の

道
路
が
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
「
到
底
時
勢
の
要
求
に

応
じ
る
こ
と
の
出
来
な
い
道
路
で
あ
り
、
時
代
遅
れ
の

道
路
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
新
道
の
開
削
が
強
く

要
望
さ
れ
て
き
た
。

北
海
道
庁
は
根
本
的
な
道
路
改
良
の
必
要
性
を
認

め
、
そ
の
準
備
を
始
め
た
。
た
ま
た
ま
経
済
界
の
不
況

と
と
も
に
失
業
者
が
多
数
出
た
た
め
、
沿
道
各
町
村
は

疲
弊
困
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
な
り
、
失
業
救

済
費
、
交
通
施
設
の
改
善
か
ら
産
業
振
興
費
、
農
山
漁

村
振
興
費
を
も
っ
て
工
事
に
着
手
し
た
。

工
事
は
直
営
と
請
負
で
行
わ
れ
た
。
朝
里
・
張
碓
の

両
橋
と
、
張
碓
ト
ン
ネ
ル
が
請
負
で
あ
っ
た
。
路
盤
に

爆薬挿填穴作業〈写真提供：札幌国道写真帳より〉
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使
用
し
た
砕
石
は
失
業
救
済
の
目
的
か
ら
人
力
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
、
馬
車
に
よ
っ
て
現
場
に
運
搬

さ
れ
た
。

直
営
工
事
に
使
役
さ
れ
た
人
夫
数
は
合
計
で
三
三
二
、八
二
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
内
、
熟
練
工

が
六
三
、三
五
五
人
（
一
九
・
〇
％
）
で
あ
っ
て
、
約
八
割
の
二
六
九
、四
六
六
人
が
非
熟
練
の
者
で

あ
っ
た
。
杉
森
札
幌
土
木
事
務
所
長
は
「
延
べ
人
員
は
実
に
四
十
四
万
三
千
人
」
と
し
、
そ
れ
は
、

請
負
工
事
に
も
失
業
救
済
目
的
の
人
員
が
割
り
当
て
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
直
役
傭
の
者
と
職
業

紹
介
所
に
よ
る
者
と
の
比
率
で
は
、
二
八
対
七
二
の
割
合
で
あ
り
、
職
業
紹
介
所
に
よ
る
紹
介
者
が

圧
倒
的
に
多
い
。

ま
た
新
聞
の
竣
工
記
念
特
集
号
で
は
「
本
工
事
は
單

に
國
道
改
良
の
み
が
目
的
で
な
く
起
工
の
趣
旨
は
失
業

救
濟
、
産
業
振
興
並
び
に
農
山
漁
村
振
興
等
の
國
策
遂

行
上
施
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
何
れ
も
所

期
の
目
的
を
達
成
し
既
往
三
ヶ
年
間
を
通
じ
要
救
濟
者

の
使
役
延
べ
人
員
實
に
四
十
四
万
三
千
人
を
算
し
而
も

國
道
の
改
良
と
救
濟
と
を
併
せ
茲
に
有
終
の
美
を
収
め

得
た
る
こ
と
は
要
す
る
に
關
係
市
町
村
民
各
位
が
寄
せ

ら
れ
た
甚
大
な
る
好
意
と
又
從
業
員
一
同
が
夜
を
日
に

次
ぐ
献
身
的
努
力
の
結
晶
」
と
、
杉
森
札
幌
土
事
務
所

長
は
述
べ
て
い
た
。

昭
和
六
年
度
の
一
日
賃
金
を
見
る
と
、
馬
車
夫
三
円

朝里トンネル入口付近の人力による作業状況
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八
〇
銭
、
大
工
二
円
〇
〇
銭
、
鍛
冶
工
二
円
八
〇
銭
、
鳶
夫
一
円
八
〇
銭
、
石
工
二
円
八
〇
銭
、
鉄

筋
工
一
円
七
〇
銭
、
坑
夫
一
円
七
〇
銭
、
普
通
人
夫
一
円
二
〇
銭
、
女
人
夫
七
〇
銭
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
九
年
一
月
、
一
、〇
六
一
、一
九
六
円
六
〇
銭
を
支
出
し
、
こ
こ
に
完
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

完
成
に
当
り
札
幌
市
長
は
「
沿
道
各
村
亦
愈
々
發
展
し
て
札
樽
間
の
交
通
益
々
頻
繁
を
加
へ
つ
ゝ
あ

る
。
今
日
兩
市
を
連
絡
す
る
國
道
工
事
の
竣
成
を
告
げ
た
こ
と
は
文
化
の
爲
に
將
に
地
方
開
發
の
爲

洵
に
慶
祝
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ
っ
て
‥
‥
。
斯
く
し
て
札
樽
兩
市
が
日
に
發
達
し
て
沿
道
各
地
が

日
に
進
展
し
た
な
ら
ば
將
來
札
樽
間
國
道
筋
の
繁
栄
や
眞
に
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
ろ

う
」
と
挨
拶
し
て
い
た
。

小
樽
商
工
会
議
所
会
頭
は
「
昭
和
六
年
鶴
嘴
の
一
振
は
大
空
を
切
っ
て
待
望
の
窄
音
を
朝
里
山
間

に
こ
だ
ま
さ
せ
て
よ
り
二
年
九
ヶ
月
百
五
万
円
の
巨
費
を
投
じ
て
、
壑
に
架
し
崖
に
洞
し
十
六
キ
ロ

餘
の
険
難
は
見
事
大
路
廣
坦
、
兩
市
連
絡
の
新
動
脈
は
こ
こ
に
全
く
成
っ
て
多
年
の
願
望
は
遂
に
達

つ
せ
ら
れ
京
濱
國
道
或
い
は
阪
神
國
道
に
も
比
肩
す
べ
き
札
樽
國
道
の
歴
史
的
開
通
を
見
る
に
至
っ

た
こ
と
は
誠
に
欣
喜
慶
福
の
極
み
で
あ
る
。
札
樽
國
道
の
開
通
は
ま
さ
に
本
道
交
通
史
上
に
特
筆
さ

る
べ
き
画
期
的
一
大
事
業
で
あ
っ
て
‥
‥
」
と
祝
辞
を
述
べ
て
い
た
。
当
時
の
新
聞
の
見
出
し
に
は

「
札
樽
國
道
完
成
　
關
係
住
民
の
欣
喜
　
雀
躍
ぶ
り
を
見
よ
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
同

年
に
、
鉄
道
省
の
省
営
バ
ス
が
札
幌
・
小
樽
間
に
走
っ
た
。
北
海
道
で
の
第
一
号
で
あ
る
。

札
樽
国
道
の
開
削
を
記
念
し
て
、
昭
和
九
年
六
月
に
朝
里
村
で
は
「
札
樽
國
道
開
通
記
念
碑
」
を

張
碓
ト
ン
ネ
ル
小
樽
口
に
建
立
し
た
。

戦
後
の
経
済
復
興
と
併
せ
て
駐
留
軍
の
要
請
か
ら
、
公
共
事
業
費
お
よ
び
安
全
保
障
諸
費
に
よ
り

舗
装
工
事
が
始
ま
っ
た
。
小
樽
・
星
置
間
は
大
改
良
さ
れ
、
山
は
切
り
下
げ
ら
れ
、
沢
は
大
き
く
盛
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土
さ
れ
、
勾
配
が
緩
や
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
急
カ
ー
ブ
も
修
正
さ
れ
た
。

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
〇
月
一
五
日
に
全
線
の
舗
装
が
完
成
し
、手
稲
中
学
校
に
お
い
て
盛

大
な
竣
功
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
新
聞
は
「
こ
れ
ま
で
一
時
間
以
上
か
か
っ
た
こ
の
道
も
、
い
ま
で
は

四
十
分
で
ツ
ッ
走
れ
る
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
・
ウ
ェ
イ
に
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
四
季
ご
と
に
変
化
す
る

手
稲
の
連
峰
、
紺
ぺ
き
の
海
原
も
心
ゆ
く
ま
で
満
喫
で
き
よ
う
と
い
う
も
の
だ
」
と
報
じ
て
い
た
。

『
開
通
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
に
は
「
工
事
實
績
　
　
総
工
費
八
億
三
千
万
円
　
改
良
一
億
五
百
万

円
　
舗
装
七
億
二
千
五
百
万
円
　
延
長
三
七
粁
三
二
七
米
　
舗
装
幅
員
七
・
〇
米
〜
一
二
米
　
工
事

着
工
昭
和
二
八
年
四
月
上
旬
　
工
事
竣
功
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
一
五
日
」
と
あ
る
。

ま
た
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
沢
を
渡
り
、
断
崖
を
迂
回
す
る
舗
装
す
る
前
の
小
樽
―
銭
函
間

の
道
路
は
、
自
動
車
に
乗
っ
て
い
て
も
、
い
ず
れ
か
の
市
街
に
入
る
ま
で
肝
を
上
げ
た
り
、
下
げ
た

り
で
、
緊
張
の
解
け
る
暇
も
な
く
、
風
物
を
観
賞
す
る
ゆ
と
り
な
ど
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
安
心
し

て
、
四
季
に
変
化
す
る
山
の
風
景
を
め
で
、
眼
下
に
は
日
本
海
に
浮
か
ぶ
、
青
鳩
の
飛
び
交
う
島
々

を
、
ま
た
遠
く
霞
む
増
毛
連
山
を
、
心
ゆ
く
ま
で
満
喫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
将
に
観

光
道
路
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
一
二
月
、
国
道
五
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
札
幌
・
小
樽
間
の
交
通

混
雑
を
緩
和
し
、
両
都
市
間
の
交
通
を
円
滑
に
し
て
、
産
業
・
経
済
の
発
展
を
促
進
す
る
目
的
で
有

料
道
路
で
あ
る
通
称
「
札
樽
バ
イ
パ
ス
」
が
建
設
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
小
樽
市
潮
見
台
か
ら
札
幌

市
手
稲
宮
の
沢
間
、
延
長
二
四
三
㎞
の
暫
定
二
車
線
で
一
五
、七
三
〇
、〇
〇
〇
千
円
の
事
業
費
を
投

じ
て
開
通
と
な
っ
た
。

こ
の
道
路
建
設
で
は
手
稲
・
富
岡
地
区
で
、
地
元
住
民
の
す
ざ
ま
じ
い
反
対
が
あ
っ
た
。
せ
っ
か
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く
の
住
宅
予
定
地
が
道
路
で
寸
断
さ
れ
る
。
道
路
に
よ
る
騒
音
公
害
が
目
に
見
え
て
い
る
と
し
て
立

上
り
、
実
力
阻
止
に
出
て
出
動
し
た
警
官
隊
と
衝
突
を
演
じ
る
抵
抗
を
見
せ
た
。

や
が
て
昭
和
四
八
年
四
月
に
北
海
道
横
断
自
動
車
道
に
昇
格
と
な
り
、
第
二
期
工
事
が
始
ま
っ
て

昭
和
四
九
年
八
月
に
四
車
線
と
な
っ
て
完
成
さ
れ
た
。

国
道
五
号
の
小
樽
・
札
幌
間
延
長
三
八
㎞
が
、
平
成

一
三
年
七
月
に
全
線
四
車
線
化
と
な
る
。

余
　
録

張
碓
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に
建
て
ら
れ
た
「
札
樽
國
道

開
通
記
念
碑
」
は
、
平
成
一
二
年
九
月
に
、
道
路
拡
張

工
事
に
と
も
な
っ
て
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
柾
里
チ
エ

ー
ン
装
着
場
に
移
設
さ
れ
た
。
銘
板
に
は

「
姿
う
る
わ
し
手
稲
の
山
の
　
影
迫
り
来
る
張
碓
峠
君

の
手
の
熱
き
言
葉
に
　
あ
あ
赤
い
小
樽
の
灯
が
み
え

る
」
と
唄
わ
れ
た
こ
の
地
は
石
倉
山
（
五
〇
一
メ
ー
ト

ル
）
を
頂
き
に
渓
谷
と
滝
を
形
成
し
断
崖
絶
壁
の
ま
ま

日
本
海
に
没
し
て
い
る
　
こ
こ
は
小
樽
・
札
幌
間
の
最

大
の
難
所
で
あ
り
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
小
樽
場
所

柾里チエーン装着場に移設された「札樽國道開通記念碑」



道の歴史を訪ねて97

請
負
人
恵
比
須
屋
半
兵
衛
が
自
費
を
も
っ
て
丘
上
に
新
道
を
開
削
し
た

明
治
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
開
拓
使
は
札
幌
本
庁
と
小
樽
を
結
ぶ
た
め
　
銭
函
よ
り
海
岸
沿
い

に
小
樽
市
街
に
達
す
る
道
路
改
修
に
着
手
　
明
治
十
二
年
手
宮
・
札
幌
間
を
結
ぶ
鉄
道
敷
設
を
急
ぐ

た
め
に
こ
の
道
路
が
利
用
さ
れ
　
こ
れ
が
東
京
・
大
阪
に
次
ぐ
日
本
で
三
番
目
の
鉄
道
開
通
（
十
三

年
）
と
な
る

そ
の
後
　
明
治
三
十
八
年
に
な
っ
て
小
樽
市
潮
見
台
か
ら
山
背
迂
回
し
て
毛
無
山
の
鞍
部
を
越
え

て
銭
函
に
達
す
る
通
称
「
軍
事
道
路
」
が
開
削
さ
れ
た

大
正
九
年
に
　
こ
の
道
路
は
国
道
に
編
入
さ
れ
た
が

急
勾
配
か
つ
連
続
す
る
急
カ
ー
ブ
の
た
め
普
通
車
馬
の

通
行
に
も
不
自
由
な
状
態
で
利
用
者
も
少
な
く
廃
道
に

近
い
状
態
で
あ
っ
た

そ
の
た
め
政
府
は
　
昭
和
六
年
か
ら
九
年
に
か
け
て

小
樽
・
銭
函
間
の
改
修
工
事
を
進
め
　
昭
和
八
年
に
は

難
関
の
張
碓
ト
ン
ネ
ル
も
完
成
し
翌
九
年
小
樽
・
札
幌

間
が
全
線
開
通
す
る

昭
和
二
十
六
年
に
北
海
道
開
発
局
が
設
置
さ
れ
昭
和

三
十
年
に
は
砂
利
道
か
ら
舗
装
道
路
と
な
る
　
こ
の
碑

は
昭
和
九
年
小
樽
・
札
幌
間
の
工
事
完
成
を
記
念
し
張

碓
ト
ン
ネ
ル
小
樽
側
坑
口
に
建
立
さ
れ
た
が
　
そ
の
後

交
通
量
の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
　
平
成
十
年
か
ら
着

手
し
た
四
車
線
拡
幅
事
業
を
機
に
　
先
人
の
労
苦
を
し

現在の札樽国道（左側）と高速自動車道（右側）
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の
び
交
通
の
安
全
を
祈
念
し
て
こ
の
地
に
移
設
す
る

平
成
十
二
年
九
月
吉
日

北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建
設
部

と
あ
る
。
今
回
の
移
設
に
よ
っ
て
目
の
前
で
し
げ
し
げ
と
こ
の
碑
を
見
て
、
道
路
開
削
の
歴
史
に
感

激
す
る
人
は
絶
え
な
い
。
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